
１ 南郷小学校の沿革
平成24年 4月 1日 南会津町立南郷小学校 開校

24年10月28日 南会津町立南郷小学校 開校記念式典
25年 9月 6日 福島県下小･中学校音楽祭(第1部合唱）銅賞
26年 7月21日 校舎大規模改修工事のため旧南郷二小へ移動,教育活動開始
26年 8月22日 福島県下小･中学校音楽祭(第1部合唱）銅賞
27年 3月 9日 南郷小学校大規模改造事業（校舎）竣工,教育活動開始
29年 2月 3日 県教育委員会より体力・運動能力優秀校として表彰
30年 2月16日 県教育委員会より体力・運動能力優秀校として表彰
30年11月13日 県放射線教育指定校として研究発表

令和元年11月20日 教育用ｺﾝﾋﾟｭｰﾀを全台ﾀﾌﾞﾚｯﾄ型PCに入替完了

２ 本校開校までの概要
南郷第一小学校
明治６年６月15日 学校創立(山口 神庭久宅にて開校)
８年６月18日 山口小学校と称し山口字下1,526番地に校舎新築
19年４月１日 山口尋常小学校と改称
21年４月１日 山口簡易小学校と改称
22年５月23日 鴇巣分教場開校
23年４月４日 大宮簡易小学校と改称
23年９月１日 木伏分教開設
25年４月１日 大宮尋常小学校と改称

大正２年４月１日 大宮尋常高等小学校と改称
３年11月12日 山口字村上1,083番地に校舎新築移転
４年12月８日 農業補習学校併設
12年11月３日 校舎増築と校庭拡張
13年11月14日 鴇巣分教場火災、(３月21日)新築

昭和２年４月１日 大宮尋常小学校と改称
９年12月30日 講堂新築落成
10年４月１日 青年学校併設
16年４月１日 大宮村国民学校と改称
19年４月１日 鴇巣、木伏の両分教場廃止
20年12月３日 大宮村国民学校校舎全焼
22年４月１日 大宮村立大宮小学校と改称
23年11月３日 大宮小学校校舎落成
27年９月７日 大宮小学校講堂落成
30年７月20日 南郷村立大宮小学校と改称
38年４月１日 県より体育研究校の指定を受ける
38年７月20日 プール完成
44年11月30日 校旗制定
47年４月１日 南郷村立南郷第一小学校と改称(特殊学級開設)
48年11月２日 百周年記念式典を挙行、校歌、校旗を制定
48年11月22日 ｢優良子ども銀行｣として大蔵大臣表彰
54年４月１日 山口字舟場916番地に校舎新築、移転
54年11月30日 体育館新築落成
55年８月21日 プール完成
56年10月22日 学校給食優良校として文部大臣表彰
56年11月13日 全日本よい歯の学校として日本学校歯科医会長表彰
62年３月26日 少年消防クラブが消防庁長官表彰

平成５年２月10日 福島県へき地小規模学校教育研究会南会津支部研究会の会場校として発表
８年11月13日 福島県教育委員会指定基礎学力向上推進事 業研究報告会(南郷地区)開催
13年９月５日 第55回福島県下小中学校音楽祭合唱出場
13年10月25日 学校給食優良校として文部科学大臣表彰
15年２月20日 食と農を学ぶ活動東北農政局長賞受賞
15年３月27日 バケツ稲づくりコンテスト最優秀賞受賞
15年９月３日 第57回福島県下小中学校音楽祭合唱出場
16年９月８日 第58回福島県下小中学校音楽祭合唱出場
17年２月19日 第16回全国バケツ稲づくりコンテスト「お米・ごはん賞」受賞
17年11月11日 へき地教育功績顕著な団体として福島県教育委員会表彰
18年３月20日 町村合併により、南会津町立南郷第一小学校と改称
19年１月31日 児童生徒体力向上推進事業優秀賞として福島県教育委員会表彰
19年５月25日 少年消防クラブが県知事賞表彰
20年１月15日 児童生徒体力向上推進事業優秀賞として福島県教育委員会表彰
23年１月11日 体育館耐震工事竣工
24年３月27日 閉校式

南郷第二小学校
昭和22年４月１日 学校教育法により富田小学校と改称 元片貝国民学校を本校、元和泉田国民

学校を分校とし、富田中学校と同一校舎に設置
23年７月22日 講堂東側に教室を増築し、南会津西部高等学校を併置（和泉田）
36年４月９日 午後３時頃発火、分校は中学校と共に焼失
37年１月15日 和泉田分校は富田中学校と共に新校舎が落成

１月22日 新校舎へ移転（和泉田）
38年７月１日 給食施設完成（和泉田）
40年４月１日 和泉田分校は独立し和泉田小学校となる。
45年４月19日 和泉田少年消防隊知事表彰
47年４月１日 富田小学校と和泉田小学校の統合により、南郷第二小学校と改称

11月30日 統合校舎落成
48年３月31日 新校舎に移転

５月28日 校章制定
11月１日 校旗制定
11月20日 校歌制定

49年５月11日 統合校舎及び体育館・プール落成式
10月15日 県学校環境緑化推進委員会指定校として研究発表

57年11月15日 交通安全優良校として郡交対協より表彰
60年10月８日 県小教研教育評価研究指定校として研究発表

平成元年12月７日 郡交通安全協会より優良団体として表彰
３年10月25日 文部省指定道徳教育（学校・家庭連携）推進校として研究発表
５年３月６日 校舎増築(ランチルーム・多目的ホール)竣工 創立２０周年記念式
14年９月４日 県小中学校音楽祭（第１部・合唱）県大会出場
15年８月３日 南会津郡ＰＴＡ連合会研究大会南郷大会会場校
16年４月１日 県教育委員会より「うつくしま豊かな心成長支事業」研究指定校に
20年２月５日 県教育委員会より体力・運動能力優秀校として表彰
21年５月11日 「田んぼの学校」開校（１年次）
22年５月28日 「田んぼの学校」開校（２年次）
24年３月28日 閉校式

３ 児童数
学年・学級 男 子 女 子 計 備 考

第１学年 １ ６ ７

第２学年 ３ １０ １３

第３学年 ５ １０ １５

第４学年 ６ ６ １２

第５学年 ４ ２ ６

第６学年 ６ １０ １６

たんぽぽ学級 ３ １ ４ ３年１名 ４年１名 ６年２名

合 計 ２８ ４５ ７３

４ 地区別児童数・実家庭数
地区名 児童数 実家庭数 地区名 児童数 実家庭数

木伏･水根沢･大新田・大橋 鴇巣 ９ ６･上山口・中山口・下山口･東･中小屋
２６ １６

台・板橋･宮床 ７ ５ 片貝・富山・下山 ７ ５

界・虻の宮・小野島 １２ ８ 福田･谷地･上町･上平･乙沢 １２ ９

５ 職員組織
職 名 氏 名 前 任 校 担任・校務分掌等

校 長 服 部 明 彦 県 中 教 育 事 務 所

教 頭 阿 部 洋 一 須賀川市立第一小学校 校 務 全 般

教 諭 布 施 純 平 いわき市立泉小学校 教 務 主 任

教 諭 星 由 美 新 採 用 第 １ 学 年 担 任

教 諭 村 松 弘 基 矢祭町立矢祭小学校 第 ２ 学 年 担 任

教 諭 藤 実 和 南会津町立舘岩小学校 第 ３ 学 年 担 任

教 諭 大 沼 文 恵 杉並区立高井戸第二小学校 第 ４ 学 年 担 任

講 師 大 塚 望 新 採 用 第 ５ 学 年 担 任

教 諭 原 健 悟 南相馬市立石神第二小学校 第 ６ 学 年 担 任

教 諭 河原田 三 春 南会津町立舘岩小学校 たんぽぽ学級担任

教 諭 横 田 みなみ 三鷹市立南浦小学校 通 級 教 室 担 当

教 諭 酒 井 雅 美 横須賀市立望洋小学校

養護教諭 鈴 木 千 尋 新 採 用 保 健 教 育

主 査 馬 場 真由美 檜枝岐村立檜枝岐小学校 事 務 ・ 管 理

用 務 員 菊 地 実 佐 南会津町立舘岩小学校

支 援 員 芳 賀 美奈子 南会津町立舘岩小学校

支 援 員 星 佳 恵 南会津町立南会津中学校

６ 学校医等
学 校 医 中 谷 武 なかやクリニック 片貝字根木屋向16 73-2036

学校歯科医 新 藤 洋 子 新 藤 歯 科 医 院 大新田字松原上906-1 72-2610

学校薬剤師 渡 部 一 彦 ふ る ま ち 薬 局 古町字新坂口 1-5 72-8222

７ ＰＴＡの組織
役 職 名 氏 名
会 長 齋 藤 桂 二

副 会 長 高 橋 優 二 星 哲 康 河原田 千 恵

庶 務 齋 藤 友 里 星 尚 子 阿部 洋一(学校)

会 計 酒 井 真由美 近 藤 さつき 馬場真由美(学校)

監 査 五十嵐 正 喜 渡 部 美 紗

委 員 会 名 委 員 長 委 員 会 名 委 員 長
教 養 委 員 会 馬 場 太 陽 厚 生 委 員 会 近 藤 美 紀

地 区 委 員 会 酒 井 三 郎

第１学年委員長 五十嵐 美 紀 第２学年委員長 馬 場 相 任

第３学年委員長 平 野 玲 第４学年委員長 馬 場 梨 乃

第５学年委員長 角 田 こずえ 第６学年委員長 齋 藤 淳 子

８ 学校経営・運営ビジョン

《めざす学校像》 《めざす教師像》
○ 安心安全な学校 ＜教育目標＞ ○ 子どもを理解し、
○ 学ぶ喜び、楽しさ 進んで学び、互いが育つかかわりのできる 温かく支える教師
がある学校 南郷っ子の育成 ○ 自己研鑽に励み、

○ 地域とともにあり、 子どもとともに成長
信頼される学校 長する教師

○ 心身ともに健康で
家庭・地域から信頼
される教師

自分で考え、行動する子 仲間とともに、みがき合う子 学んだことを生かす子

豊かな人間性 資質・能力の育成 健やかな体

◆ 共感する心を持ち、思いやり ◆ 確かな学力を身に付け、学 ◆ 健康・安全の大切さに気付
や親切を実践する姿 びを生かす姿 き、望ましい望ましい生活習慣

１ 望ましい人間関係の構築と １ 学ぶ楽しさを実感する「学 を実践する姿
自己肯定感の醸成 び合う」授業づくり １ 望ましい生活習慣の定着
○ よさを認め褒める指導、QUテ ○ 現職教育の充実による日々 〇 「早寝・早起き・朝ごはん」の

ストの活用 の授業改善（「授業スタンダー 家庭への啓蒙

○ 協働心、励まし合い支え合う ド」「先生の授業をチェックして 〇 健康管理の推進、「けんこうし

意識の高揚 ください」の活用） らべ」

○ よい聞き手・話し手の育成

２ 道徳教育の推進 （「聞き方名人」「話し方名人」） ２ 危険察知力・回避力の向上
○ 「考え、議論する道徳」の ○ 各教科等で身に付けた力を 〇 安全な登下校・自転車乗りの

充実（「生命尊重」「善悪の判 主体的に繰り返し活用・発揮 徹底

断」） する学習活動の充実（生活科・ 〇 実態に即した訓練の実施（避

○ 教科や行事、日常生活と連 総合的な学習の時間） 難・不審者対応・交通教室）

動させた取組

２ 確かな学力（基礎・基本、 ３ 望ましい食習慣の定着・「食
３ 積極的な生徒指導・特別支 活用する力）の向上 べる力」「感謝の心」「郷土愛」
援教育の推進 ○ ＰDＣＡサイクルを活かす指 の育成
○ 早期発見・対応のための多面 導の充実（調査データの分析・ 〇 栄養教諭とのＴ．Ｔを含む食育

的理解と情報共有、定期・随時 活用、活用力育成シート・学期 指導、「自分手帳」の活用

の相談・懇談、チーム支援、SC・ 末テストの繰り返しによる徹底 〇 アレルギーの情報共有、家庭

SSWとの連携 活用） への啓蒙

○ いじめの未然防止のための調 ○ 学力向上タイムの充実（補

査、指導、相談 充・発展学習、個に応じた指導） ４ 保健指導の充実
〇 むし歯予防・治療推進、よい

◆ 南郷小のよさ、地域のよさを ◆ 自分で学習や生活を改善 歯の教室実施

実感し、よりよい校風・地域づ する姿 〇 健康課題のある児童への個

くりに貢献する姿 ３ 家庭学習の習慣化 別指導の充実

４ 望ましい作法・礼儀の定着 ○ 「家庭学習スタンダード」「家

○ 「南郷小よい子の一日」に基 庭学習の手引き」に基づく家 ◆ 体を動かす楽しさを味わい、
づく規範意識の醸成 庭学習の量・質の改善 進んで運動する姿

○ 明るいあいさつ・元気な返事、 ○ 読書の量・質の改善（読書タ ５ 運動の楽しさを味わわせる
望ましい言語環境の整備 イム、ブックリストの活用、読み 授業づくり

聞かせ、親子読書の啓蒙） 〇 「できた」を実感できる授業の

５ 家庭・地域と連携したふるさ 充実（運動身体づくりプログラム

と学習の推進 ４ 情報機器の適正な利用意 の完全実施、学習カード等の活

○ 主体的実践力・発信力の育成 識の醸成 用）

○ 地域資源を活用した体験活 〇 適切な使用法の指導 〇 調査データを活用し、目標を

動の充実 〇 家庭や地域と連携したメデ 明確にした指導、補助運動の充

ィアコントロールの推進、家庭 実

のルールづくりの啓発

６ 継続的な運動機会の確保
〇 体力づくりの推進（全校運動

の設定、外遊びの奨励、各種大

会参加と計画的な練習）

〇 外部講師の有効活用（体育専

門アドバイザー等）

南会津町教育大綱【理念】「次世代の地域を担う人材の育成

Ⅰ 自ら学ぶ人を育みます
[基本目標] Ⅱ 町を愛し、協働の心を持った思いやりのある人を育みます

Ⅲ 伝統文化の保存と継承に努め、心豊かな人を育みます

《めざす児童像》




